
冬は危険がいっぱい

イラストから危険を見つけて！

特集

火事になっちゃう！

人がいないか下を見て！

スリップ！人にぶつかるー！

あっ！灯油が漏れてる！

危ない！エンジンを止めて！

消火栓がうまって使えない！
　イラスト
　　桑原光希
  　（十日町消防）



　

消防だより火の用心　　  ２３　　　消防だより火の用心

　

冬
を
迎
え
る
と
、
当
地
域
で
は
こ
の
時
期
特

有
の
事
故
が
発
生
し
ま
す
。
そ
れ
は
少
し
の
油

断
や
、
不
注
意
か
ら
起
こ
る
も
の
で
、
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　暖房器具を使用する時期になると、毎年
灯油の油漏れが多く発生します。特にホー
ムタンクから小出し中、その場を離れてし
まい漏れてしまうケースが大半です。他に
も配管の老朽化や転倒、破損なども原因に
なりますので、ホームタンクの安全確認を
再度お願いします。

あっ！灯油が漏れてる！

「油漏れ」

　「水利」とは消火栓や防火水槽のことで、
火災時に必要不可欠なものです。これが冬
になると積雪により見えなくなり、発見が
遅れることがあります。降雪時、消防署、
消防団では全力を挙げて除雪作業を行って
いますが、降雪直後などは除雪が間に合わ
ないことがあります。皆さんのお近くの消
火栓や防火水槽の除雪にご協力をお願いし
ます。

消火栓がうまって使えない！

「雪による水利の埋没」

　屋根の雪降ろしは死亡事故の多い危険な
作業です。事故に備えて二人以上で行うか、
やむを得ず一人で作業するときは、家族や
隣近所の人に声を掛けてから行いましょう。

人がいないか下を見て！

「屋根の雪降ろし事故」

　ストーブの上部に洗濯物を干すのは絶
対にやめましょう！洗濯物の水分が蒸発
して軽くなり、ストーブの熱気などで洗
濯物が落ちやすくなります。「早く乾くか
ら…」という気持ちが、火災につながり
ます。

火事になっちゃう！

「洗濯物による火災危険」

 　除雪機の雪詰まりを取り除くときは、必
ずエンジンを停止し、回転部が完全に止ま
ってから雪かき棒を使って行いましょう。
また、後退中に障害物に挟まれたり、転倒
してひかれたりしないよう、周囲の安全を
十分確認してから運転しましょう。

危ない！エンジンを止めて！

「除雪機事故」

　雪道で特に注意したいのが、スリップ事
故です。急な車線変更などでスリップして
コントロールできなくなることがありま
す。ブレーキも慎重かつ、手前からの操作
を心掛けましょう。予想以上に路面が滑る
ことを念頭に置き、安全な速度で走行する
ことが大切です。

スリップ！人にぶつかるー！

「車のスリップ事故」

雪
害
用
心

全
部
わ
か
っ
た

は

こ

れ

が!!

冬

険

危

か
な
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広報

予防

　

平
成
26
年
10
月
24
日
（
金
）
社
会
福
祉
法

人
北
越
福
祉
会
北
越
保
育
園
で
幼
年
消
防
隊

の
団
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は

防
火
半
て
ん
を
着
用
し
、
拍
子
木
や
プ
ラ
カ

ー
ド
を
持
ち
、
市
内
を
防
火
広
報
し
な
が
ら

歩
き
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
「
絶
対
に
火
遊

び
し
ま
せ
ん
」「
ヒ
ー
タ
ー
の
周
り
で
遊
び

ま
せ
ん
」
な
ど
の
誓
い
の
言
葉
を
元
気
よ
く

宣
言
。
園
児
た
ち
は
も
と
よ
り
、
住
民
の
皆

さ
ま
も
ま
た
「
火
の
用
心
」
の
再
確
認
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

①
火
災
予
防
運
動
っ
て
な
に
？

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に

　

あ
た
り
、
火
災
予
防
の
更
な
る
普
及
と
、　

　

火
災
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎

　

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
い
つ
す
る
の
？

　

春
と
秋
の
年
２
回
実
施
さ
れ
ま
す
。
春
は

　

４
月
１
日
～
７
日
ま
で
（
全
国
で
は
３
月

　

１
日
～
７
日
ま
で
）
の
１
週
間
、
秋
は
11

　

月
９
日
～
15
日
ま
で
の
１
週
間
で
す
。

③
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
で
は
消
防
車
両
に
よ

　

る
防
火
パ
レ
ー
ド
、
高
齢
者
世
帯
住
宅
防

　

火
診
断
や
防
火
短
冊
の
配
布
な
ど
を
行
っ

　

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
11
月
10
日

　
（
月
）
に
十
日
町
市
内
の
保
育
園
児
14
人
が

北
越
保
育
園

　
幼
年
消
防
隊
団
結
式

秋
の
火
災
予
防
運
動
を

　
　
　
　
実
施
し
ま
し
た

市
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
火
災
予

防
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
消
防
職
員
と
消

防
団
員
と
と
も
に
、「
火
の
用
心
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
元
気
よ
く
呼
び
か
け
な
が
ら
、

来
店
し
た
人
に
防
火
Ｐ
Ｒ
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
し
ま
し
た
。

市内を防火広報してまわる園児たち

高齢者世帯住宅防火診断

消
防
だ
よ
り

　
　 

火
の
用
心

消防だより火の用心　　     ４

　
　

　

　

火
災
、
救
助
、
救
急
で
１
１
９
番
を
す
る

と
消
防
本
部
の
「
通
信
指
令
室
」
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
「
通
信
指
令
室
」
と
言
っ
て
も
聞
き
な
れ

な
い
言
葉
で
す
よ
ね
？
そ
こ
は
１
１
９
番
に

よ
る
緊
急
通
報
を
一
番
最
初
に
受
け
付
け

て
、
救
急
や
災
害
の
内
容
を
的
確
に
聞
き
だ

す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
職
員
へ
の
災
害
対

応
の
「
ス
イ
ッ
チ
」
を
入
れ
る
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
た
び
火
災
な
ど
が
発
生
す
る
と
、
出

動
隊
に
情
報
を
伝
え
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
機
関
に
連
絡
を
す
る
な
ど
一
瞬
に
し
て
大

荒
れ
の
海
の
よ
う
な
慌
た
だ
し
さ
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
を
冷
静
沈
着
に
対
応
す
る
の
が
通

信
指
令
員
で
す
。
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
い

た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？
そ
こ
で
一
つ
、
皆

さ
ま
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
１
１
９
番
の

適
正
利
用
と
救
急
車
の
適
正
利
用
の
ご
協
力

に
つ
い
て
で
す
。
１
１
９
番
は
助
け
を
求
め

る
方
が
か
け
て
く
る
専
用
回
線
。
サ
イ
レ
ン

を
聞
い
て
の
問
い
合
わ
せ
や
、
救
急
車
の
必

要
の
な
い
頻
回
的
な
通
報
、
い
た
ず
ら
な
ど

は
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

救
え
る
命
、
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
命

の
通
報
が
受
け
ら
れ
な
く
な
ら
ぬ
よ
う
に
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
勇
一
）

「
は
い
、
１
１
９
番

　
　

十
日
町
消
防
で
す
。

     

火
事
で
す
か
？
救
急
で
す
か
？
」

十日町地域消防本部通信指令室


